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災害は変化する
「異常な自然現象等の原因によって、
（社会生活や人命に）生ずる被害」

『災対法』

自然現象
（土石流）

人間社会災
害

・気候変動(豪雨の発生）

・東日本大震災後の地
盤変動に伴う地震、火山
噴火の発生

・ 人間社会・・少子高
齢化の進展
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自然災害の多様性

• 原因：降雨、地震、火山噴火、風、雪、・・・

• 発生現象：地震、洪水、津波、崩壊、地すべり、崖崩
れ、土石流、火砕流、溶岩流、融雪型火山泥流・・・

• 現象の性質：速度早い～遅い、温度高い～低い・・

• 発生の場：都市部、地方部、山間地、・・・

• 発生頻度：数年～数百年に一回、

• 継続時間：数年、数日、数時間、数分、数秒
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自然災害の特徴
• 現象の発生予測(時間、場、規模など）が
困難

• 発生した現象の速度がはやい・・・発生して
からの避難は困難、破壊力が大きい・・人
的被害に結びつきやすい

• 発生頻度がそれほど大きくないので、住民
の間に『正常化の偏見』が生まれている

・・・自分の所だけは大丈夫

• 豪雨など状況が厳しいため防災情報がう
まく伝わらない・・・雨音、停電など 4



自然災害と地域社会

• 巨大災害・・・国家的危機になりうる
① 現象の規模大、② 影響範囲広い、
③ 被害甚大、④ 影響時間が長い

• 地域災害も重要・・・一つの社会の単位である集落
の存亡、高齢者等災害弱者の増加、山の管理が出
来ない・・・・流域としての荒廃化・・・結果国家的危
機になる

• 別の視点：外国から見た日本の国土、観光立国
災害が続くと危険な国になる？
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巨大自然災害の事例

• 豪雨・・・カスリン台風（洪水、１９４７）、台風 １２号
紀伊半島災害（深層崩壊、２０１１）

• 地震・・・飛越地震(土砂災害、１８６８)、関東大震災

（火災、１９２３）、阪神・淡路大震災（建物倒壊、
１９９５）、東日本大震災（津波、 ２０１１）

• 火山噴火・・・富士山宝永噴火（火山灰、１７０７）、
雲仙岳噴火（山体崩壊、１７９２）、磐梯山噴火
(山体崩壊、１８８８）
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広域災害

富士山ハザードマップ検討委員会、２００４
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１７０７富士山宝永噴火報告書

Ｈ１８．３ 中央防災会議
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◇十 勝 岳：約１５０日
（1988年12月16日～89年5月初頭）

◇雲仙普賢岳：約１５00日
（1991年 6月7日 ～95年５月２５日）

◇三 宅 島 : ４年半
（2000年 9月1日 ～05年2月）

災害の長期化

9



巨大災害対策には・・・

• ハード対策に加えソフト対策、特
に住民の避難が必要不可欠(多
重防御）。

• しかし、避難にも課題が多い
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※降水量データは、アメダス阿蘇乙姫（ｱｿｵﾄﾋﾒ）、発生時刻は推定(国交省調べ）

※災害発生（6時30分頃）
一宮町坂梨地区

1時
間

降
水

量
（
m

m
）

積
算

降
水

量
（
m

m
）

11日 12日

※災害発生（6時00分頃）
一宮町手野地区、三久保地区

＊災害発生（5時30分頃）
一宮町土井川

避難指示・勧告
（4時00分）

大雨注意報
（16時05分）

大雨警報
（0時30分）

土砂災害警戒情報
（2時40分）

２０１２．７ 阿蘇災害の例
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国交省資料

９０％

７０％
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巨大自然災害を防ぐためには・・

• 「想定外」（L2)を考慮して、平時から計画的にL1の
ハード対策を実施(広域＝地域の集合体，減災対策）
するとともに、適切な維持管理が必要。
・・・安全な場所を創出する、災害弱者、地域を守る

• 巨大災害にはソフト対応(住民の協力が必要）

・・・自助・共助・公助のうち少子高齢化や互助制度
(結い)の崩壊で自助、共助は困難、

・・・中・長期的な視点での防災教育と短期的な防災
意識の向上対策が必要

• 国民の安心・安全には国土管理が必要、そのため
には国の役割を明確にすることが重要
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